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規則・規定改定：よくある質問（FAQ） 
最終更新 2024 年 8 月 
 
ホノルル市公園・レクリエーション局は、ホノルル・レクリエーション・コミュニティ・ガー

デニング・プログラムに関する規則・規定を改定します。新たに提案されている規則の草案は、

ガーデンメンバーおよび一般市民と共有されています。以下は、コミュニティと関わりを持つ

中で、これらの規則案について最も多く寄せられた 10 の質問です。 
 
1.なぜ規則が改正されるのですか？ 
コミュニティガーデン規則・規定が前回改正されたのは 1984 年です。その間にプログラムは多

くの変化があり、スタッフやガーデナーたちは必要な規則の更新をいくつか特定しています。

その結果、今回の規則改正案には次のような狙いがあります。 
 

• 安全性を高める：区画の視認性要件、屋根の禁止、樹木とフェンスの高さ制限、境

界線の高さ制限、共有エリアでのサボテンの禁止、区画境界線付近での危険植物の

禁止、地表の流出パターンの変更禁止、特定の建造物の禁止、危険物（バードスパ

イク、有刺鉄線など）の禁止など。 
• 公平性を高め、区画の利用者入れ替えを容易にする：鉢植えの樹木／木本植物、区

画の相続の禁止、市職員による申請手続きの監督、違反行為の明確なリスト、詳細

な取り消しと不服申し立ての手続き、新しいガーデナーが 14 日以内に区画の作業を

開始するための要件などを設ける。 
• ボランティアへの負担を減らす：市のキャンセル待ちリストと申請手続きの監督、

毎年更新されるガーデナーごとの区画担当者への連絡先情報の提供、コミュニティ

ガーデンが一定の条件内でミーティングと清掃の要件を決定する、電子メールの使

用、バーチャルミーティング、デジタル決済などを可能にすることでシステムを近

代化する。 
• 次を含む生態学的に健全な慣行を推進する：事前の承認なしに除草剤、殺虫剤、殺

菌剤、土壌改良剤を使用しない、節水対策、外来種対策、発泡スチロールなど特定

の物質の区画での使用禁止。 
• プロセスと手続きの透明性を向上させる：規則違反に対する罰則プロセス、一定の

スケジュールで構成される会費と手数料、ガーデナー／ガーデン管理者／臨時ヘル

パーの役割と責任、ミーティング、選挙、情報伝達方法に関する詳細な手順などを

明確にする。 
 
2.申請手続きを個々のコミュニティガーデンから市に移そうとしている理由は何ですか？ 
申請手続きを市に移すことを提案する理由はいくつかあります。第一に、ガーデン管理者は、

特に大規模ガーデンや離職率の高いガーデンにとって、申請担当者の役割は大変な仕事である

と述べています。新しい規則では、申請担当者を 「区画担当者 」とし、その任務は区画の在庫



管理、最新の連絡先情報の管理、新規ガーデナーのプログラムへのオリエンテーションに重点

を置くことを提案します。そして市は、申請の受付、キャンセル待ちリストの管理、申請の承

認・保管の責任を負うことになります。 
 
過去には、ガーデナーやその他の一般市民から、区画が公平に分配されていないという懸念の

声が上がっていました。申請手続きを市が監督することで、先着順で公平かつ透明性のある許

可証の割り当てを確保することができます。また、許可申請の場所を一元化することで、一人

の人間が別々のガーデンで複数の区画を持つ可能性もなくなります。 
 

その他の変更理由としては、将来的な申請と支払い手続きの電子化の可能性を高めること、キ

ャンセル待ちのガーデナーとその連絡先を一元管理する場所を作ること、ガーデニングの機会

に関するより良いコミュニケーションを促進すること、などが挙げられます。  
 
3.樹木や木本植物を地面に植えられないのはなぜですか？ 
多くのガーデナーが、コミュニティガーデンの樹木の数を減らす規則について懸念を述べてい

ます。当然ながら、木陰、水ろ過、炭素隔離、食料、美化など、樹木は数え切れない恩恵をも

たらす重要なインフラです。だからこそ、規則案でも樹木を許可し続けたいのですが、それに

は一定の条件があります。特に、樹木や木本植物は、鉢の下に遮蔽物を敷いて植えなければな

りません。 
 
残念ながら、このプログラムでは、地中に植えられた樹木がもたらす問題は、その利点を上回

ります。これには、枝の落下による安全上の問題、樹木が大きくなったときの無許可の剪定、

根が張り巡らされた区画の引き渡し、近隣の区画の日陰になること、視界が悪くなること（つ

まり、ガーデンの区画の安全性が損なわれること）、根がパイプやその他の構造物を傷つける

ことなどが含まれます。 
 
4.フェンス、建造物、植物の高さに 5 フィート（約 150 センチ）の制限があるのはなぜですか？ 
コミュニティガーデンのコーディネーターとガーデン管理者が長い間観察してきたのは、ガー

デンの区画の中が見えにくい、あるいは見えない場所は、窃盗や住居、ガーデニング以外の活

動に悪用されやすいということです。5 フィート（約 150 センチ）の高さ制限は、視界を良く

することで安全性を高めることを予定しています。植物はフェンスに沿って生育する傾向があ

り、多くの場合、両側の視界が遮られ、フェンスの上まで視界を制限します。  フェンスの高さ

制限は、市の許可要件（https://www.honolulu.gov/dpp/permitting.html）に沿うように気を付け

なくてはなりません。  
 
5.全ガーデンで同じ規則なのはなぜですか？ 
長年にわたり、各ガーデンは 1984 年に改正された規則と規制のギャップを埋めるために細則を

作成してきました。新しい規則案は、これらの細則が対象にしている内容を把握することを目

的としています。このプログラムに関連するいかなる規則も、規則制定プロセスに従うことが

https://www.honolulu.gov/dpp/permitting.html


重要であり、そうすることで、これらの規則に違反した場合、法的に強制することができます。

かつては細則に強制力はありませんでした。提案されている規則は完全に強制可能です。また、

徹底的に計画され、吟味された規則・規定があり、それがガーデン全体で機能することで、ガ

ーデンの寿命が長くなります。また、規則や規定に関する一貫したサポート（トレーニング、

ガイダンス文書、翻訳など）をすべての人に提供することもできるようになります。 
 
そうは言っても、提案されている規則では、ガーデン間によって多少の違いがあることを認め

ており、それを新しいガーデンの細則に表明することができます。新しい細則がどのような用

途に使用されるかについてのガイダンスは、当ウェブサイト  （https://bit.ly/hrcgp-rule-revision）
の規則改正のページでご覧いただけます。  
 
6.区画許可申請は 2 名までなのはなぜですか？世帯や家族の複数の人が別々の区画を持つこと

はできますか？ 
ガーデン管理者からは、申請書に記載された全員が、その区画の手入れと規制に従う責任を同

等に負うべきである（共同ガーデナーや「副」ガーデナーで異なる責任を負うのではなく）と

いう意見が出されています。規則案では、許可申請書に名前を記載する人数を 2 名までに制限

していますが、これはこのためであり、またこれは追跡のために管理しやすい数字だからです。

ただし、許可証所持者が友人や家族を招待し、その区画で一緒にガーデニングをすることは制

限されません。しかし、万が一、指定された許可証保持者が放棄したり、プログラムから離脱

した場合、その区画を継承することはできません。 
 
さらに、規則案では、「世帯」や「家族」にまつわる文言が削除されています。家族または世

帯の複数の人が、別々の区画の許可証所持者となることができます。私たちは、家族とは何か

を定義する立場になく、社会経済的地位によってプログラムへのアクセスが制限されることを

避けたいため、この改定を提案します。もし区画数を 1 世帯に限定すれば（1984 年の改正規

則・規定と同様）、オアフ島で一人暮らしをする余裕のある人たちが、このプログラムをより

多く利用できることになり、公平とは言えません。  
 
家族や世帯員が複数の区画を確保する場合、その家族・世帯の一人がすべての区画を管理する

ことになる場合があるという懸念の声が寄せられています。これは、以下の 3 つの理由から喜

んで取るリスクです。 
• 提案されている規則では、区画にはその区画の許可保持者が手入れをすることになって

いる。 
• このシナリオは、家庭内グループや家族と同じように、友人グループでも起こりうる。 
• この問題の核心は、このようなシナリオで 「買いだめ 」されている区画を喜んで引き

受けようとする人々が、長いキャンセル待ちをしているという事実である。私たちは、

プログラムを拡大することでこれに対処したいと考えています。 
 
7.区画の不当な相続はどのように制限されていますか？ 

https://bit.ly/hrcgp-rule-revision


提案されている規則は、申請手続きを市に移すだけでなく、新たな規則を提案することで、区

画の不当な相続のリスクを軽減します。まず、新規のガーデナーが自分の許可申請書に誰かを

追加できる規則を提案します（その人がキャンセル待ちリストの次の人である場合に限る）。

そして、もしどちらかが離脱した場合、残された者はもう一人加えることはできません。第二

に、規則案は「ヘルパー」の役割を明記し、一時的なものであることを意図しています。 
 
8.他の区画が空いた場合、そちらに移ることはできますか？ 
提案されている規則では、許可に関する市の先着順ポリシーを遵守するため、区画の移動を制

限しています。ガーデナーが移動を希望する場合は、新たに許可申請書を提出し、キャンセル

待ちリストに追加されなければなりません。別の区画への移動が合理的な配慮の必要性に基づ

く場合は、コミュニティガーデン・コーディネーターに申請することができます。 
 
9.コミュニティガーデン団体の銀行口座にある金額に上限があるのはなぜですか？ 
提案されている規則では、コミュニティガーデンの銀行口座資金の上限は、30 ドル×総区画数

となっています。口座がこの上限に達した場合、資金が上限以下になるまで、現会員の会費は

すべて停止されなければなりません。この規則は、コミュニティガーデンが特定の関連目的の

ためにのみ会費を徴収することを認める市の規則に基づいています。資金が使われることなく

蓄積された場合、その資金はもはや特定の目的のために集められたものではなくなります。た

だし、コミュニティガーデンは、承認された目的のために上限を超える資金を調達する場合、

ディレクターに免除を申請することができます。 
 
10.区画の何が監視されますか？ 
区画では、少なくとも 2 方向からの視認性、5 フィートの高さ制限（植物、格子柵、境界線、

フェンス、ブラインドクロス、その他の構造物）、バリアが下にある鉢植えの樹木／木本植物、

危険な構造物や物／家庭用品、危険な植物、除草剤／殺虫剤の使用、立ち水、無人の散水、火

災の危険、ゴミ、機能する郵便物入れ、侵入植物／植物病害／被害植物、区画の境界線の外で

成長する植物が監視されます。  
 
規則案を引用すると、「各ガーデナーは、区画と区画の端に、虫のついた植物や熟しすぎた果

物や野菜がないようにしなければなりません。」  さらに、「各ガーデナーは、割り当てられた

区画を日常的に維持しなければならず」、「区画が 4 週間以上放置された場合、またはガーデ

ナーが長期不在をコミュニティガーデン会長に通知しなかった場合、その区画は放棄されたと

みなされ、ディレクターは区画の取り消しを始めます。」 

 



ホノルル・レクリエーション・コミュニティ・ガーデニング・プログラムの規則改定は、

成長し変化し続けるコミュニティの進化するニーズに対応するためのものです。安全性、

公平性、生態系の持続可能性、そして透明性を最優先することで、これらの更新は、す

べての参加者にとってアクセスしやすく、楽しく、有益なプログラムであり続けること

を目指しています。 


